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地域のネットワーク
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協
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協
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日本年金機構

・市区役所、町村役場
・自治会
・民生委員、児童委員

地域 関係団体
厚生労働省

教育委員会
社会福祉協議会

地方自治体

教育機関

商業施設 などなど

企業

社会保険（年金）協会・委員会
受給者協会
全国健康保険協会都道府県支部
都道府県社会保険労務士会
商工会・商工会議所 など

地域年金展開事業
年金制度の周知、理解、支援ネットワークの構築

①ポスターの貼付、チラシ・リーフレットの配布

②年金制度説明会

③年金セミナー

④出張年金相談会

⑤地域年金事業運営調整会議

⑥ねんきん月間・年金の日における各種取組

⑦「わたしと年金」エッセイ など
・委嘱事務
・各種支援（研修や情報提供）

地
域
住
民
・学
生
や
生
徒

・
会
社
に
お
勤
め
の
方

等年金委員

年金委員 地域年金推進員

協力者

１ 地域年金展開事業の概要

公的年金制度の運営にあたる日本年金機構にとって、地域、教育、企業の中での年金制度の周知、理解、支援のネットワークの

再生・再構築が喫緊の課題であり、年金制度に対する理解をより深め、制度加入や保険料納付に結びつけるため、それぞれの地域

に根ざした「地域における年金運営の展開に関する事業」（地域年金展開事業）を実施しています。



〈 地域年金展開事業の主な取組 〉

◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度説明会』や『年金

セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者からなる『地域年金事

業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

・年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動
に役立つ情報を提供。

年金委員
活動支援事業

・制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う公的年金
事業への意見・助言を行うため、学識経験者や関係機関等を委員と
して都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や
従業員向けの年金制度説明会を実施。
・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年
金機構が行う事業の周知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依
頼等。

地域連携事業

・職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年
金セミナーを実施。
・大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パ
ンフレットの掲示や設置、配付の依頼等。

年金セミナー
事業

・年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるた
め、市区役所・町村役場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張
年金相談や免除申請窓口を開設。

地域相談事業

◆なお、今年度は新型コロナウイルス感染防止に配慮した取組を実施しています。

《本来の取組内容》
《コロナ禍での取組内容》

アプローチは原則、電話・文書
により行う。
制度説明会や年金セミナーは、

Web会議ツール等を使用した非
対面型（リモート）による実施を基
本とするが、相手先機関から要
請があり、当該機関における新型
コロナウイルス感染防止対策の
徹底が可能な場合は、対面での
開催を可能とする。
なお、年金セミナーでは解説付

き動画（DVD)配布による実施も
有効である。

委員長及び委員の過半数より要
請があった場合は、新型コロナウイ
ルス感染防止対策を徹底したうえ
で対面開催も可能とする。
対面開催が困難な場合は、書面

開催。

原則、電話・文書による活動。
対面による場合は感染防止対策を
徹底。

新型コロナウイルス感染防止対
策を徹底したうえで実施。
ただし、地域によって感染状況が

異なることから、実施の可否につい
ては、各地の実情を踏まえて慎重
に判断。
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（１） 地域連携事業

２ 令和４年度の取組経過

① 市町村国民年金担当者研修会の実施

情報の共有と事務の適正化及び効率化を図るため、県内市町村担当者を対象とした国民年金に関する事務処理の

説明会を実施しています。令和４年度からは、Ｗｅｂ会議サービスを活用することで、実施回数が大幅に増加しました。

4

② 退職準備セミナーへの講師派遣

福島県労働福祉協議会主催の退職準備セミナーにおいて、退職を間近に控えている方や数年内に退職を迎えられる

方々に対して、年金制度の概要や退職後の年金手続きについての説明を行いました。

事務所名 東北福島 郡山 平 会津若松 相馬 白河 合計

開催日
（各土曜日）

１月２８日 １０月２２日 １月２１日 １２月１７日 １２月３日 １０月２９日 ―

参加者数 ３７名 ３１名 ３０名 ２５名 １２名 ２５名 １６０名

事務所名 東北福島 郡山 平 会津若松 相馬 白河 合計 令和３年度

実施回数 １３回（１３） １０回（１０） ６回（１） １６回（１５） ９回（１） ３回（１） ５７回（４１） ２９回（１１）

（注）カッコ内（ ）の数字は実施回数のうちオンラインで実施した回数



④ 新規適用事業所を対象とした制度説明会の実施

新たに社会保険に適用された事業所の事業主の方や事務担当者を対象として、制度内容や事務手続きへの理解を

深めていただくために、各年金事務所において定期的に説明会を実施しています。

説明会では公的年金制度の概要や必要な届出のご案内、電子申請での届出方法などについて説明を行いました。

日本年金機構ホームページにおいても事務手続きにかかる説明動画を掲載し、適切・適正な届出を円滑に行えるよう

取り組みを進めています。
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③ 事業所の社会保険事務担当者向け説明会の実施

■ 令和４年度 社会保険事務講習会（10～11月開催）

社会保険の加入等に関する手続きや年金給付にかかる説明、令和4年4月からの制度改正（繰下げ制度の柔軟化、

被用者の老齢厚生年金受給の見直し）、令和４年10月からの制度改正（社会保険の適用拡大、育児休業等期間中の

社会保険料の免除要件の見直し）等について、社会保険事務担当者に対して説明を行いました。また、申請・届出を

インターネットを利用して行う電子申請についても利用促進に向けて周知を行いました。

（注）青字は令和３年度実績

事務所名 東北福島 郡山 平 会津若松 相馬 白河 合計

実施回数 ２回（２回） ３回（３回） １回（１回） １回（１回） ２回（２回） ２回（２回） １１回（１１回）

受講者数
２２７名
２５５名

２８９名
３００名

１４０名
１６１名

１２６名
１２３名

９６名
１０６名

８３名
９８名

９６１名
１,０４３名



⑤ 外国人向けの制度説明会の実施

福島県国際交流協会主催で、県内３か所（南相馬市、福島市、会津若松市）で外国人住民のための制度説明会及び相談会を

実施しました。

当日は、県内在住の外国人とその家族に対して「国民年金制度の仕組み」について、日本語と母国語（※）に翻訳された資料を

使用して説明を行い、セミナー終了後は希望する方へ個別相談会を実施しました。

幅広い年代の方が受講されて、年金の受け取り方や任意加入制度、脱退一時金等について熱心な質問をいただくなど、充実

したセミナーになりました。また、年金セミナーの様子は福島県国際交流協会のホームページに掲載していただきました。

（※）中国語、タガログ語、英語、ベトナム語、韓国語、ポルトガル語

⑥ 関係機関・団体等への協力依頼

令和４年４月および令和４年１０月からの制度改正にあたり、広く事業所へ周知するため、

リーフレット等の配付について福島県商工会議所連合会及び福島県商工会連合会、県内

の各商工会議所や職域型年金委員等へ協力依頼を行いました。

また、「ねんきんネット」の利用拡大に向けて、県内の市町村へ積極的に協力依頼を行

い、福島市では全戸配布やマイナンバー担当窓口への設置等のご協力をいただきました。
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「ねんきんネット」周知用チラシ



■ 制度説明会の実施状況
事務
所別

企業・団体等
受講
者数

自治体・公的機関等
受講
者数

社会保険協会・委員会等
受講
者数

東北
福島

・福島県社会保険労務士会福島支部研修会
・新規適用事業所事務説明会（５回）
・福島医療生活協同組合制度説明会
・管内事業所制度説明会（60代職員向け）
・福島県国際交流協会制度説明会（福島市）
・福島県社会保険労務士会研修会

２０
１８
１５
８
１０
５０

・管内市町村新任事務担当者研修会（２回）
・管内市町村国民年金担当者研修会（２回）
・管内市町村等年金制度説明会（８回）
・退職準備セミナー（福島市）
・福島市アクティブシニアセンター・アオウゼ
制度説明会（受給者向け）

８
８
３２
３７
２４

・地域型年金委員連絡会（役員）
・福島県社会保険協会福島支部
理事・評議員会

・福島県社会保険協会定時評議員会
・地域型年金委員連絡会（役員）
・福島社会保険委員会
制度説明会（輝く女性のための研修会）

・社会保険事務講習会（福島市・二本松市）
・地域型年金委員研修会・連絡会

９
１９

２４
８
３５

２２７
１９

郡山

・新規適用事業所事務説明会（３回）
・郡山年金受給者協会 退職者向け制度説明会

８
１９

・市町村新任担当者研修
・管内市町村国民年金担当者研修会（１０回）
・就職支援セミナー（ハローワーク郡山）
・退職準備セミナー（郡山市）

１２
１０４
１２
２６

・郡山社会保険委員会理事会・研修会
・社会保険協会郡山支部
理事会・評議員会

・社会保険委員会定期総会・研修会
・福島県社会保険協会郡山支部・郡山社
会保険委員会・年金セミナー（管内4ヵ所）
・社会保険事務講習会（管内3か所）
・地域型年金委員研修会・連絡会
・年金委員会研修会（管内4ヵ所予定）

２０
１１

５２
８７

２８９
６

平

・医療法人社団 正風会
・株式会社 クロステージ
・新常磐交通 株式会社
・南双サービス 株式会社
・新規適用事業所事務説明会（３回）
・ライムコーポレーション年金制度説明会
・社労士会いわき支部研修会制度改正点説明
・いわき市小学校事務職員研修会制度説明会

２
２０
１
１０
７
２２
１０
１８

・管内市町村国民年金担当者研修会（２回）
・管内市町村国民年金担当者研修会
・管内市町村年金制度説明会（３回）
・総務省行政相談会年金制度説明
・退職準備セミナー（いわき市）

２６
３
６
１
３０

・平社会保険委員会
・社会保険事務講習会（いわき市）
・管内地域型年金委員連絡会
・地域型年金委員相談会
・地域型年金委員研修会・連絡会

１２
１４０
２
５
１１

（注1）青字はオンラインで実施 （注2）赤字は２～３月の予定

7



■ 制度説明会の実施状況

事務
所別

企業・団体等
受講
者数

自治体・公的機関等
受講
者数

社会保険協会・委員会等
受講
者数

会津
若松

・会津アピオＰＣスクール 制度説明会（６回）（１回予定）
・株式会社ワークスタイル 制度説明会
・トコムＯＡスクール 制度説明会（５回）
・オノデラＰＣスクール 制度説明会
・新規適用事業所事務説明会（９回）（２回予定）
・社会保険労務士会会津支部 研修会
・わーくすたいる 制度説明会（３回）（２回予定）
・ＰＣトレーニングセンター 制度説明会
・福島県国際交流協会 制度説明会（会津若松市）
・ＰＣセンター喜多方駅前 制度説明会

９３
１２
６３
１１
２８
11
４２
１３
７
６

・管内市町村新任国民年金事務担当者研修会
・管内市町村国民年金担当者研修会（１４回）
（４回予定）

・管内市町村国民年金担当者研修会
・退職準備セミナー（会津若松市）

４
３５

９
２０

・福島県年金受給者協会
会津若松支部 役員会

・福島県社会保険協会
会津若松支部 役員会

・会津若松社会保険委員会 研修会
・社会保険事務講習会（会津若松市）
・地域型年金委員研修会・連絡会
・会津若松社会保険委員会 研修会
（予定）

６

８

３３
１２６
１４

相馬

・20歳到達者向け制度説明会（２回）
・株式会社サンエイ海苔/株式会社サンエイ食品
・庄司建設工業 株式会社
・株式会社 庄司ホールディングス信用商事
・福島県国際交流協会制度説明会（南相馬市）
・新規適用事業所事務説明会（２回）

７
４８
３６
１１
７
２

・管内市町村国民年金事務担当者研修会
（６回）

・管内市町村国民年金事務担当者研修会
・管内市町村新任国民年金事務担当者研修会
・退職準備セミナー（南相馬市）
・管内市町村年金制度説明会

１８

３
５
６
２

・職域型年金委員向け制度説明会
・職域型年金委員向け制度説明会
・社会保険事務講習会
（相馬市・南相馬市）

・相馬社会保険委員会研修会
・地域型年金委員研修会・連絡会

１９
１５
９６

２２
５

白河

・新規適用事業所事務説明会（８回）
・20歳到達者向け制度説明会（３回）
・退職者向け制度説明会

１４
５
１８

・管内市町村国民年金事務新任担当者研修会
・退職準備セミナー（白河市）
・管内市町村国民年金担当者研修会（２回）

１１
１８
７

・白河社会保険委員会
支部長・副支部長会議・研修会

・福島県社会保険協会白河支部
評議員会・研修会

・白河社会保険委員会 総会・研修会
・社会保険事務講習会
（白河市・棚倉町）
・地域型年金委員研修会・連絡会

１０

７

２５
８３

１５

8

（注1）青字はオンラインで実施 （注2）赤字は２～３月の予定



（２） 年金セミナー事業

福島県教育委員会及び福島県中学校長会、福島県高等学校長協会、福島県特別支援学校長会へ協力要請を行い、年金

セミナーの実施について各学校へ周知いただきました。また、各校長会の会議の中で説明時間をいただき、年金セミナーの実施

や「わたしと年金」エッセイの募集について直接、学校長へ勧奨を行いました。

地域年金推進員や各年金事務所においては、積極的な電話勧奨や文書での勧奨を行い、実施の拡大に努めました。

特別支援学校においては、生徒のほかに保護者や教職員を対象とした年金セミナーも実施しています。

① 教育機関における年金セミナーの実施

■ 学校別実施状況（令和４年４月～令和５年３月予定）

学校別 実施数 ① 実施予定数 ② 合計 ①＋② 令和３年度 令和２年度

大学・専門学校 １７校（２１回） ２校（２回） １９校（２３回） １６校（２１回） １３校（１４回）

特別支援学校等 ６校（６回） ２校（２回） ８校（８回） ４校（４回） ２校（２回）

高等学校 ２６校（３０回） １校（１回） ２７校（３１回） ２０校（２４回） １３校（１４回）

中 学 校 １０校（１３回） ２校（２回） １２校（１５回） ２１校（３０回） １１校（１５回）

合 計 ５９校（７０回） ７校（７回） ６６校（７７回） ６１校（７９回） ３９校（４５回）

（注１）高等学校には通信制を含む （注２）実施数①は令和４年４月～令和５年１月、実施予定数②は令和５年２～３月

9



■ 年金事務所別実施状況（令和４年４月～令和５年３月予定）

② 社会保険労務士会とのコラボ授業の実施

福島県社会保険労務士会の協力を得て、福島県社会保険労務士会のワークルールセミナーとあわせて年金セミナーの

コラボ授業を実施しました。

10

実施日 実施校名 受講者数 事務所名

令和４年１２月 ８日 白河実業高等学校 １７８名 白河

令和５年 １月１１日 福島県立安達東高等学校 ４１名 東北福島

令和５年 １月１７日 福島県立保原高等学校（２回） １４１名 東北福島

学校別 実施数 ① 実施予定数 ② 合計 ①＋② 令和３年度 令和２年度

東北福島 １３校（１６回） ３校（３回） １６校（１９回） １２校（１５回） ５校（５回）

郡山 １９校（２２回） １校（１回） ２０校（２３回） １６校（２４回） １３校（１４回）

平 １０校（１０回） ３校（３回） １３校（１３回） １１校（１４回） ８校（１１回）

会津若松 ８校（９回） ０校（０回） ８校（９回） １２校（１４回） ７校（９回）

相馬 ２校（３回） ０校（０回） ２校（３回） １校（８回） １校（１回）

白河 ７校（１０回） ０校（０回） ７校（１０回） ８校（１１回） ５校（５回）

合計 ５９校（７０回） ７校（７回） ６６校（７７回） ６１校（７９回） ３９校（４５回）

（注１）高等学校には通信制を含む （注２）実施数①は令和４年４月～令和５年１月、実施予定数②は令和５年２～３月



③ 地域年金推進員の活動

学校との連絡・調整や生徒へのプレゼン能力に長けた教職員ＯＢ等を「地域年金推進員」として委嘱し、年金セミナーなどの

活動を行っていただいています。福島県では学校長経験者２名が地域年金推進員として活躍しています。

令和４年度は新型コロナウイルス感染防止対策を徹底したうえで、電話に加えて対面での勧奨も再開しました。長く教職員と

してご活躍された経験に基づき、学校からの要望や教育現場の状況を踏まえて勧奨を行っていただき、年金セミナー実施に

繋げています。

また、年金セミナーの講師として生徒が興味を持つ話題を取り入れながら、分かりやすいセミナーを行っています。

⑤ セミナー講師養成

令和５年１月までに東北福島と白河で３校に対して、オンラインセミナーを実施しました。（各教室をオンラインで繋ぎ、１クラス

で講義している様子をオンラインで流して実施）受講者の反応を確認しながら実施できるメリットもあり、セミナー後の質疑応答に

も生徒の皆さんに積極的に参加いただきました。

〈オンラインセミナーの実施方法〉

「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓ」を使用した年金セミナーを行っています。相手方の設備を利用する際は、相手方の環境にあわせて

「Ｚoom」などで実施しています。

11

④ オンラインセミナーの実施

講師を務める職員が互いの説明手法や資料の活用方法を共有し、年金セミナー等の品質向上を図るため、日本年金機

構では年金セミナー王決定戦を開催しています。

令和５年１月に福島県予選会が行われ、平年金事務所が東北予選へ進みました。



⑥ 第３回「福島県年金ポスターコンクール」の取組と結果

公的年金をテーマとしたポスターの作成を通じて、生徒に年金を身近に感じていただき、制度への参加意識を醸成していくことを

目的として、福島県内の中学生を対象とした「年金ポスターコンクール」を実施しました。その結果、１３校３１点の応募をいただきま

した。受賞者の皆様について、福島民報社、福島民友新聞社にて記事を掲載していただき、応募いただいた生徒に対しては、

記念品及び作品集を贈呈しました。また、令和5年1月31日～2月3日までコラッセふくしま（福島市）の展示スペースで展示を

行いました。今後、各年金事務所での展示を予定しています。

12
〈いわき市立上遠野中学校〉

小林 真緒さんの作品

〈会津若松市立第六中学校〉

江川 凛音さんの作品

〈福島市立北信中学校〉

八巻 美海さんの作品

最優秀賞
厚生労働省

東北厚生局長賞

福島県

社会保険協会長賞

【募集期間】 令和４年６月１日～令和４年９月９日

【 入 賞 】 最優秀賞（１点）、優秀賞（３点）、入選（５点）

厚生労働省東北厚生局長賞〈特別賞〉（１点）、福島県社会保険協会長賞（１点）



■年金セミナーの実施状況 （大学・専門学校・特別支援学校）

実施月 大学・専門学校 学年
受講
者数

事務所名 特別支援学校等 学年
受講
者数

事務所名

５月
・iwakiヘアメイクアカデミー 1～3 34 平

６月

・福島学院大学（２回）
・太田看護専門学校（２回）
・白河厚生総合病院付属高等看護学院

2
2
2

106
80
32

東北福島
郡山
白河

７月

・福島介護福祉専門学校
・竹田看護専門学校
・福島県農業総合センター農業短期大学校
・しらかわ介護福祉専門学校

2
2
1
2

12
34
43
10

東北福島
会津若松
白河
白河

８月
・郡山健康科学専門学校 1 31 郡山

９月
・福島県立テクノアカデミー郡山（２回）
・ケイセンビジネス公務員カレッジ

2
1

54
14

郡山
郡山

・福島県立いわき支援学校 くぼた校
・福島県立西郷支援学校

3
3

7
14

平
白河

１０月

１１月
・福島学院大学 1 26 東北福島

１２月

・福島学院大学
・仁愛看護福祉専門学校
・白河准看護学院

1
2
2

47
18
11

東北福島
会津若松
白河

・福島県立だて支援学校
・福島県立会津支援学校
・福島県立相馬支援学校

3
2、3
3

7
22
20

東北福島
会津若松
相馬

１月

・郡山健康科学専門学校
・いわきコンピュータカレッジ
・福島県立テクノアカデミー浜（２回）

2
1、2
1

22
106
41

郡山
平
相馬

・福島県立須賀川支援学校 3 7 郡山

２月
（予定）

・いわき医療センター看護専門学校 1、2 81 平

３月
（予定）

・大原看護専門学校（DVD） 1 35 東北福島

13（注1）青字はオンラインで実施 （注2）紫字は動画（DVD）で実施



■年金セミナーの実施状況 （高等学校・中学校）①

実施月 高等学校 学年
受講
者数

事務所名 中学校 学年
受講
者数

事務所名

７月 ・KTC学園おおぞら高等学院郡山キャンパス 3 24 郡山

８月 ・郡山女子大学付属高等学校（DVD） 2 119 郡山

９月 ・福島県立石川高等高校 2 28 郡山

１０月 ・福島県立石川高等高校
・学校法人尚志学園 尚志高等学校
（通信課程）

2
3

23
19

郡山
郡山

・いわき市立植田中学校（DVD) 2 129 平

１１月 ・郡山市立安積第二中学校
・天栄町立湯本中学校
・南会津町立舘岩中学校

2
3
3

114
2

13

郡山
郡山

会津若松

１２月 ・福島県立福島明成高等学校
・福島県立福島南高等学校
・福島県立郡山北工業高等学校
・学校法人尚志学園 尚志高等学校（DVD）
・福島県立会津西陵高等学校
・福島県立耶麻農業高等学校（DVD）
・福島県立白河実業高等学校

3
3
3
3
3
3
3

172
40
36

170
80
34

178

東北福島
東北福島
郡山
郡山

会津若松
会津若松
白河

・福島市立松陵中学校
・川俣町立川俣中学校（DVD）
・須賀川市立小塩江中学校
・いわき市立内郷第三中学校
・いわき市立小名浜第二中学校（DVD)
・棚倉町立棚倉中学校（４回）

3
1
3
3
3
3

94
81
10
7

100
105

東北福島
東北福島
郡山
平
平
白河
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（注1）青字はオンラインで実施 （注2）紫字は動画（DVD）で実施



■年金セミナーの実施状況 （高等学校・中学校）②

実施月 高等学校 学年
受講
者数

事務所名 中学校 学年
受講
者数

事務所名

１月 ・福島県立梁川高等学校
・福島県立保原高等学校（２回）
・福島県立安達東高等学校
・学校法人聖光学院 聖光学院高等学校
・福島県立福島西高等学校（DVD）
・福島県立岩瀬農業高等学校
・福島県立清陵情報高等学校（DVD）
・学校法人国際学園 星槎国際高等学校
郡山学習センター

・福島県立郡山商業高等学校（DVD）
・福島県立いわき翠の杜高等学校
・福島県立いわき湯本高等学校（遠野校舎）
・福島県立いわき翠の杜高等学校（定時制）
・福島県立小名浜海星高等学校（DVD)
・福島県立西会津高等学校
・福島県立会津農林高等学校（２回）

3
3
3
3
3
3
3
3

3
3、4
3

3、4
3
3
3

24
141
41

201
40
37
35
30

25
35
37
11
17
4

62

東北福島
東北福島
東北福島
東北福島
東北福島
郡山
郡山
郡山

郡山
平
平
平
平

会津若松
会津若松

２月
（予定）

・川俣町立山木屋中学校 1～3 8 東北福島

３月
（予定）

・いわき市立江名中学校 3 40 平
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（注1）青字はオンラインで実施 （注2）紫字は動画（DVD）で実施



（３） 地域相談事業

① 出張年金相談の実施

遠方にお住いの方で、年金事務所へお越しいただくことが困難なお客様のために、市町村での出張年金相談を開催しています。

広報については、市町村や福島県社会保険協会の広報誌に掲載いただいているほか、地域型年金委員向け広報紙「支えあ

い」に掲載して周知に努めています。

また、１０月にはいわき市で行政評価事務所が主催する「一日合同行政相談会」において、出張年金相談を実施しました。

事務所 開催市町 実施場所 相談日 開催回数 相談者数

会津若松 喜多方市 喜多方市役所 隔月第２木曜日 ５回 ２６名

相馬 南相馬市 南相馬市役所 毎月第２、４水曜日 １６回 ２７名

16

県内の大学２校（福島学院大学、医療創生大学）で、学生納付特例制度の申請を中心とした納付相談会を実施しました。

日本年金機構では20歳前後の方に向けて、ホームページやTwitterを活用して納付方法や学生納付特例制度の手続き等を

解説する動画を発信しています。制度を知らないことで不利益になることのないよう、年金セミナー実施とあわせて納付相談会を

行うなど、学生の利便性を図り、適正な届出を促進するための取り組みを行いました。

② 大学構内における出張年金相談の実施

■市町村での出張年金相談



（４） 年金委員活動支援事業

17

日本年金機構では、年金委員として、政府が管掌する厚生年金保険および国民年金に関する適用・給付・保険料について、

会社や地域において啓発、相談、助言などの活動を行う民間協力員を委嘱しています。

年金委員は活動により、職域型と地域型の２つに区分され、職域型は主に事業所内での活動、地域型は自治会などの地域

において活動していただいています。

① 年金委員表彰の実施

全国健康保険協会福島支部、福島県社会保険協会、福島県社会保険委員会連合会との共催により、 毎年１１月に年金委

員・健康保険委員・事業主表彰伝達式を実施しています。令和４年度は、昨年同様に感染防止対策を講じたうえで、関係者を

含めて約１１０名が参加して実施しました。

【 開 催 日 】 令和４年１１月１６日

【 開催場所 】 コラッセふくしま（福島市）

【 表彰対象 】 厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 ５名

日本年金機構理事表彰 １６名

※表彰対象は年金機構関係者分のみ
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② 年金委員の委嘱拡大に向けた取組

職域型・地域型年金委員の委嘱拡大に向けて、関係機関の協力を得ながら勧奨を行っています。

職域型年金委員については、事業所への訪問や電話勧奨を通して、年金委員活動の重要性を丁寧に説明し、年金委員の

委嘱に繋げています。また、全国健康保険協会で委嘱されている健康保険委員への勧奨や、職域型年金委員が委嘱されてい

る事業所に対しての複数名設置のお願いも行っています。

地域型年金委員については、市町村からの協力を得て、行政相談員等の推薦をいただきました。また、福島県社会保険労務

士会より、社会保険労務士の推薦をいただきました。

事務所名

令和３年度末 （Ａ） 令和５年１月末（Ｂ） 増減 （Ｂ）-（Ａ）

職域型 地域型 合 計 職域型 地域型 合 計 職域型 地域型 合 計

東北福島 635 45 680 671 52 723 36 7 43

郡山 532 17 549 567 22 589 35 5 40

平 422 26 448 446 30 476 24 4 28

会津若松 418 22 440 442 26 468 24 4 28

相馬 205 9 214 219 11 230 14 2 16

白河 250 27 277 261 31 292 11 4 15

県内計 2,462 146 2,608 2,606 172 2,778 144 26 170

■年金委員の委嘱状況
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④ 年金委員への情報提供

職域型・地域型の年金委員に対して、年金制度の普及・啓発活動を行うために必要な情報を随時、提供しています。

職域型年金委員については、令和４年４月および令和４年10月の制度改正に伴い、社会保険の適用拡大に関するリーフレット

等の送付や広報紙「スマイル」を新たに発行して活動に資する情報提供の充実を図りました。

また、地域型年金委員については、広報紙「支えあい」の発行や日本年金機構ホームページ内の「年金委員通信」を紹介する

ことで、年金委員が普及・啓発活動を行うために必要な情報を積極的に発信し、活動の活性化を促進しています。

③ 地域型年金委員研修会及び意見交換会の実施

令和４年度は新型コロナウイルス感染防止対策を徹底して、対面での研修会を再開しました。実施にあたり、福島県地域型年

金委員会と連携して、役員会等にあわせて研修会を行い委員活動の活性化を図りました。

また、各年金事務所において連絡会（意見交換会）を開催し、年金委員と年金事務所間の情報共有や年金委員相互間の情

報交換を行いました。



地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がる地域支援ネットワークの

構築及び地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として、７月と１月に地域年金事業運営調整会議を開催

しています。

７月の会議では、資料に基づき福島県における令和３年度の地域年金展開事業の取組結果及び令和４年度事業計画に

ついて説明し、意見交換を行いました。
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（５） 地域年金事業運営調整会議

【開催日】 令和４年７月２６日（火） 13：30～14：00

【開催場所】 コラッセふくしま

【出席者】 委員※ １２名

日本年金機構 １２名

※代理出席を含む

【議事内容】・令和３年度 地域年金展開事業 取組結果

・令和４年度 地域年金展開事業 事業計画



３ 「ねんきん月間」 「年金の日」の取組

日本年金機構では、１１月を「ねんきん月間」として、また１１月３０日（いいみらい）を「年金の日」として公的年金制度の

周知・啓発活動を行っています。

事務所名 取組内容

福島県内 令和４年度 年金委員・健康保険委員・事業主表彰伝達式の実施

各年金事務所 令和４年度 「社会保険事務講習会」の実施

平・会津若松・相馬 出張年金相談の実施

各年金事務所 管内の学校で年金セミナーを実施

各年金事務所 退職準備セミナーで年金制度説明会の実施

東北福島・会津若松 コミュニティＦＭを活用した年金制度説明の実施

郡山・会津若松 年金制度説明会の実施

東北福島・会津若松・相馬・白河 新規適用事業所事務説明会の実施

東北福島・郡山・平・会津若松 管内市町村担当者向け説明会の実施

東北福島・会津若松・相馬 外国人向け制度説明会の実施（福島県国際交流協会主催）
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※月をまたいだ取り組みについても記載しています。



４ マスコミでの取り上げ状況 （一部掲載）

年金セミナーの開催及び「わたしと年金」エッセイ募集等について、県政記者クラブへプレスリリースを行った結果、各紙面へ

掲載をいただきました。

掲載年月日 メディア名 事業内容

令和４年１１月 ６日 福島民報新聞 「ねんきん月間」周知

令和４年１１月１０日 福島民報新聞
令和４年度 年金委員・健康保険委員・事業主表彰伝達式（受賞者発表）

令和４年１１月１５日 福島民友新聞

令和４年１１月１７日 福島民友新聞 令和４年度 年金委員・健康保険委員・事業主表彰伝達式

令和４年１１月３０日 福島民報新聞
年金の日特集 「１１月３０日は年金の日」です。

令和４年１１月３０日 福島民友新聞

令和４年１２月 ９日 福島民友新聞
第３回 「福島県年金ポスターコンクール」審査結果発表

令和４年１２月１１日 福島民報新聞

※掲載いただいた一部の内容について紹介しております。
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地域連携事業

■市町村年金制度説明会の実施

昨年度よりＷｅｂ会議サービスを利用して管内市町村
の国民年金担当者に対して、年金制度説明会を実施
しています。
4月から6月は国民年金の実務にかかる研修と、7月

以降は年金給付にかかる研修を行いました。実施後の
アンケートでは「実際の業務にあたる際に役立つ話が多
くてよかった。」などの感想や研修テーマの希望をいた
だき、充実した研修内容となるよう取り組んでいます。

年金セミナー事業

■支援学校での年金セミナー実施

12月に「だて支援学校」で生徒及び保護者に対して年金セミ
ナーを行いました。
生徒さんに向けては、動画を活用して分かりやすくゆっくり説

明することで、公的年金制度の仕組みや理念について理解を
深めていただきました。
保護者の方に向けては、申請書類を活用しながら障害年金

の手続き方法や書き方を説明し、質疑応答の時間を設けるこ
とで、個別の不安に関しても解消につながるよう工夫しました。
参加した保護者の方からは「丁寧な説明で初めの一歩を踏み
出せました。」などの感想をいただきました。引き続き、支援学
校での年金セミナーについて積極的に行います。

管内の地域型年金委員を対象に12月に意見交換会を開催
しました。当日は19名にご参加いただき「令和4年度年金制度
改正について」の研修を行いました。研修後には意見交換会を
行い、委員からは活動状況の報告や質問などさまざまなご意
見をいただきました。なかでも年金制度を知らない、自分だけで
は申請に行けないといった声も多くあるということで、各地区や
団体等での年金制度説明会や出張相談の実施について働き
かけを行っていきます。

年金委員活動支援事業

■意見交換会の開催

地域相談事業

■大学構内で納付相談会の実施

「ねんきん月間」にあわせて福島学院大学構内で納
付相談会を実施しました。
学生納付特例制度の具体的な手続き方法の説明

や申請書の受付などを行い、学生の方への制度周知
と未納の解消に向けて取り組みました。

５ 県内各年金事務所の主な取組状況

東北福島年金事務所
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地域連携事業

■地域連携事業の取組結果

郡山年金受給者協会と連携しながら、退職
予定者向けに年金請求の流れや在職老齢年
金の制度改正内容について説明会を実施し
てきました。
今後も地域の関係団体と連携

し、地域内で広く年金制度の周知に
取り組んでいきます。

年金セミナー事業

■年金セミナー実施状況

地域年金推進員と連携し、年度当初より教育
機関へアプローチを行い、実施拡大を目指しまし
た。
令和4年度も、学生参加型のセミナーを基本に、

受講者の年齢や卒業後の進路に応じて、より身
近に感じる年金セミナーを心掛けています。

年金委員活動支援事業

■年金委員委嘱拡大の取組

職域型年金委員の委嘱拡大に向け、令和2
年以降定期的な勧奨を行っています。
また、今年度も秋と冬の2回、委員対象の研

修会を行いながら、社内活動の支援を進めて
います。
令和元年3月末 518名
令和5年 1月末 567名

郡山年金事務所

《年金セミナー実施数》

教育機関 中学校
高 校

支援学校
専門学校 合計

令和３年度 4校（7回） 8校（10回） 4校（7回） 16校（24回）

令和５年１月末 3校（3回） 11校（12回） 5校（7回） 19校（22回）
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地域連携事業

■年金月間の取り組み

11月の年金月間に、管内事
業所の協力により、24店舗にて
お客様への発行レシートに「予
約相談周知」メッセージを掲載
いただきました。

年金セミナー事業

■年金セミナーの取り組み

地域年金推進員との連携により、10校（10
回）の実施、2月から3月に3校（3回）の実施を
予定しております。
支援学校では、教職員、保護者、学生、そ

れぞれの方を対象にセミナーが実施でき効果
的でした。

年金委員活動支援事業

■年金委員活動支援の取組

職域型年金委員と連携の基、各社従業員
向けの「年金制度説明会」を5回実施しました
。職域型、地域型の年金委員に対し研修会を
実施しました。

地域相談事業

■地域相談会及び制度説明会

各行政機関（県労働福祉協議会、総務省
行政相談課)との連携により、地域の方々向け
の相談会や説明会を実施しました。

平年金事務所

店舗レシートサンプル
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地域連携事業

■年金制度説明会の実施

実施数：49回

今年度は新たな試みとして、月２回のオンライ
ンでの市町村への制度説明会、月１回ミニＦＭ
で年金制度説明の放送に取り組みました。
併せて、事業所等からの依頼に対しても積極

的に説明会を実施しております。

年金セミナー事業

■学生向け年金セミナーの開催

実施数：9回（各教育機関）

若年層の皆さんに、年金制度は身近で重要
であることを学んで頂くよう活動しました。
コロナ禍の情勢を踏まえ、セミナー用動画

（ＤＶＤ）を活用した方法でも実施しました。

年金委員活動支援事業

■年金委員活動の充実

地域型年金委員研修会においては、コロナ
禍もあり数年間開催出来ませんでしたが、今
年度は対面方式で開催し、制度改正について
研修を行いました。
職域型年金委員については、年2回の研修

会開催と委嘱拡大に向け取り組みました。

地域相談事業

■出張年金相談会の実施

実施数：5回（喜多方市）

当該市と連携し、年金事務所より遠方にお
住まいのお客様のニーズに応えるため、市役
所にて年金相談窓口を偶数月に1回開催い
たしました。

会津若松年金事務所
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地域連携事業

■年金制度説明会の実施

事業所、市町村及び関係団体に対し、制度
説明会を実施しました。
市町村向けの説明会は、オンラインでの実

施となりました。

年金セミナー事業

■年金セミナーの取組

管内教育機関へ実施依頼を行い、支援学
校、専門学校及び20歳到達者の制度説明会
にてセミナーを実施しました。
引き続き実施校でのセミナー及び、管内高

校でのセミナー実施に向け取り組んでまいりま
す。

年金委員活動支援事業

■年金委員活動支援の取組

職域型年金委員と連携し従業員に向けた制
度説明会を実施しました。
地域型年金委員については、地区連絡会に

て制度改正についての研修を行いました。

地域相談事業

■出張年金相談の実施

南相馬市において、毎月2回出張相談を実
施しております。相談の際は完全予約制とな
っており、お待たせすることなく、年金の受給
手続きが行えることで好評を得ております。
今後も継続して取り組んでまいります。

相馬年金事務所
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地域連携事業

■制度説明会の実施

（実施回数：22回）
20歳到達者や新たに社会保険に加入した

事業所への制度説明会を始め、管内市町村
の国民年金担当者への研修を行うなど、地
域内での年金制度の周知と啓発に取組んで
おります。

年金セミナー事業

■学生向け年金セミナーの実施

（実施回数：10回）
大学生・専門学生・高校生には講義型、支援学校の生徒や中学生には参加型によるセミナーを実

施するなど、内容や参加人数を考慮し、年金制度がより身近に感じられるような年金セミナーを実施
しております。
セミナーを受講した学生からは、「年金の必要性が理解できた」、「障害年金や遺族年金があること

を知れてよかった」などの感想をいただいており、年金制度へのイメージアップにも繋がっております。

年金委員活動支援事業

■年金委員委嘱拡大、研修会等の実施

（職域型11名、地域型4名 増加）
年金委員の委嘱拡大を進めるとともに、職

場や地域内での年金委員活動支援、制度周
知を図るため、研修会や地区連絡会の充実
に努めております。

白河年金事務所



事業種類 総括

地域連携事業

〇制度説明会の実施

対市町村、事業所、外国人、退職予定者など、様々な対象者に向け説明会や研修会を実施しました。

特に、昨年度から実施しているＷｅｂ会議ツールを利用することで、市町村への研修会を充実させること

ができ、オンラインによる対市町村への研修については、昨年度１１回に対し、今年度は令和５年１月末

時点で４１回実施しているところです。

引き続き年金事務所の端末を利用して市町村や事業所に制度説明会を行っていくなど、オンラインの

利便性を活かしながら、年金制度の周知活動を行っていきます。

年金セミナー
事業

〇年金セミナーの実施

年金制度への理解を深めるために、年金セミナー事業は非常に大きな役割を果たしており、各機関に

協力いただきながら、令和５年１月末までに５９校で実施しました。対面でのセミナーが増えてきてはいま

すが、オンラインによるセミナーが３校、DVDの活用が１１校ありました。引き続き、学校の要望に応じて、

対面、非対面での提案をしながら、年金セミナー実施に向けた取り組みを行うとともに、セミナーを実施

する講師育成にも力を入れてまいります。

地域相談事業

〇出張年金相談の実施

市町村から協力をいただいて会津若松・相馬管内において出張年金相談を実施しました。気軽に相

談できる取り組みとして、商業施設やイベントでの開催ができるよう模索しながら、より地域に根差した活

動を検討します。

年金委員活動
支援事業

〇年金委員研修会・意見交換会について

県内地域型年金委員向け研修会を、Ｗｅｂ会議ツールを利用し約２年ぶりに開催しました。各年金事

務所で地域型年金委員との意見交換会も実施し、多くの質疑やご意見等をいただきました。活動の活

性化のためにも、研修会や情報交換の場は重要であり、今後も開催方法を工夫しながら、定期的に実

施していきます。
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６ 各事業における総括



事業種類 ご意見 対応状況

地域連携事業

【年金制度説明会の実施について】

民生委員の任期が３年で、R4年１２月に新

しい任期が始まるので、新しい民生委員の方

対象に説明会等の開催ができるのではない

か。

民生委員の方対象への説明会や研修等の開催

実現に向けて、協力依頼をさせていただきたいと考

えております。その際は、講師派遣について検討い

ただきますようよろしくお願いいたします。

年金セミナー事業

【年金ポスターコンクールについて】

一般の方が目に触れるよう、展示方法の仕

方が重要ではないか。

令和５年１月３１日から２月３日までコラッセふくし

ま１階で展示をしました。また、県内各年金事務所

内での展示を検討中です。

年金委員活動支援事業

【年金委員活動の支援について】

「年金委員に何を求めていくのか」、「年金

委員と年金機構がどう関わっていくのか」を

検討・対応してほしい。

機構本部から示された活動内容を基に「何を従業

員の方に周知してほしいのか」など、より具体的に年

金事務所からご依頼や情報提供ができるよう検討・

対応いたします。

また、地域型年金委員の方につきましては、令和

４年１２月に研修会及び意見交換を実施し、多くの

ご意見等をいただいたところです。今後も定期的に

研修会や意見交換の場を設けることで、事務所との

繋がりを強化してまいります。
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■ 第１９回会議にかかる主なご意見と取組状況

※ご意見いただいた一部の内容について紹介しております。


